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(57)【要約】
【課題】気腹装置、或いはエアポンプ等を用いることな
く、水と空気とを混合した混合流体を内視鏡の観察窓等
に吹き付けて、その観察窓等に付着していた付着物を速
やかに除去する洗浄システムを提供すること。
【解決手段】洗浄システム１は、液体供給路２ｃ及び気
体供給路２ｂを介して供給された液体と気体とを混合し
て混合流体を射出する洗浄シース２０と、洗浄シース２
０に送出される液体を収納する液体パック３０と、空気
を供給して液体パック３０を加圧して、液体パック３０
に収容されている液体を送出させるバルーン４２及びベ
ルト４３と、液体パック３０を加圧するためにバルーン
４２に供給した気体を洗浄シース２０に送出するバルー
ン４２、又はバルーン４２及びベルト４３によって液体
パック３０から送出される液体の流体エネルギを利用し
て洗浄シース２０に気体を送出する流体エネルギー変換
装置８０とを具備している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を供給する液体供給路及び気体を供給する気体供給路を備え、当該液体供給路及び
気体供給路を介して供給された液体と気体とを混合して混合流体を射出する洗浄シースと
、
　前記洗浄シースの液体供給路に送出される液体を収納する第１の収納手段と、
　気体を供給して前記第１の収納手段を加圧して、当該第１の収納手段に収容されている
液体を前記液体供給路に送出させる加圧手段と、
　前記第１の収納手段に収容された液体を加圧するために前記加圧手段に供給した気体を
前記洗浄シースの気体供給路に送出する、又は前記加圧手段によって前記第１の収納手段
から送出される液体の運動エネルギを利用して前記洗浄シースの気体供給路に気体を送出
する送気手段と、
　を具備することを特徴とする洗浄システム。
【請求項２】
　前記送気手段は、前記加圧手段を兼ねる気体を収納する第２の収納手段であって、当該
気体が収納された第２の収納手段を所定の圧力に加圧して、前記洗浄シースの気体供給路
に前記気体を送出させることを特徴とする請求項１に記載の洗浄システム。
【請求項３】
　液体を収納する第１の収納手段と、
　気体を収納する第２の収納手段と、
　前記第１の収納手段から送出される液体の液体供給路及び前記第２の収納手段から送出
される気体の気体供給路を備え、前記液体供給路及び気体供給路を介して供給された液体
と気体とを混合して混合流体を射出する洗浄シースと、
　前記第１の収納手段及び前記第２の収納手段を同時に加圧して、当該第１の収納手段に
収納されている液体を前記洗浄シースの液体供給路に送出させると共に、当該第２の収納
手段に収納されている気体を前記洗浄シースの気体供給路に送出させる加圧手段と、
　を具備することを特徴とする洗浄システム。
【請求項４】
　前記第２の収納手段は前記加圧手段と前記送気手段を兼ねる加圧用バルーンであって、
当該加圧用バルーンを所定の圧力に膨張させることによって、前記加圧用バルーン内の気
体が前記洗浄シースの気体供給路に送出されることを特徴とする請求項２又は請求項３に
記載の洗浄システム。
【請求項５】
　前記送気手段は、前記加圧手段によって前記第１の収納手段から送出された液体の運動
エネルギーを、前記洗浄シースの気体供給路に気体を送出させる運動エネルギーに変換す
る流体エネルギー変換手段であることを特徴とする請求項１に記載の洗浄システム。
【請求項６】
　液体を供給する液体供給路及び気体を供給する気体供給路を備え、前記液体供給路及び
気体供給路を介して供給された液体と気体とを混合して混合流体を射出する洗浄シースと
、
　前記洗浄シースの液体供給路に送出される液体を収納する第１の収納手段と、
　加圧用バルーンを備え、当該加圧用バルーンを所定の圧力に膨張させることによって、
前記第１の収納手段に収納されている液体を送出させる加圧手段と、
　前記加圧手段によって前記第１の収納手段から送出された液体の運動エネルギーを、前
記洗浄シースの気体供給路に気体を送出させる運動エネルギーに変換する流体エネルギー
変換手段と、
　を具備することを特徴とする洗浄システム。
【請求項７】
　前記流体エネルギー変換手段は、前記液体の運動エネルギーを回転運動に変換する第１
変換部と、
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　前記回転運動を往復運動に変換することで気体を前記洗浄シースの気体供給路に送出す
る第２変換部と、
　を備えることを特徴とする請求項６に記載の洗浄システム。
【請求項８】
　前記洗浄シースは、
　挿入部の先端面に少なくとも観察窓を備えた内視鏡の細長な挿入部が挿入配置される内
視鏡配置孔、前記液体を供給する液体供給路、及び気体を供給する気体供給路を備えるチ
ューブ体と、
　前記チューブ体の先端部に固設される筒状体で、前記チューブ体の先端面の一部及び前
記内視鏡の挿入部の先端面の一部が当接する当接面に、前記液体供給路を介して送出され
た液体及び前記気体供給路を介して送出された気体を合流させて液体と気体とを混合する
流体混合部、及び前記流体混合部で混合された混合流体を前記内視鏡の観察窓に向けて噴
出させる噴出口を構成する凹部を有する先端構成部と、
　を具備することを特徴とする請求項１、請求項３、又は請求項６の何れか１項に記載の
洗浄システム。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の観察窓等に向けて混合流体を噴霧して、観察窓等に付着している付
着物を除去する洗浄システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡を用いた観察中に、該内視鏡が備える観察窓、照明窓等に生体内の粘液、血液、
脂肪、汚物等が付着すると、良好な観察が妨げられる。その付着による不具合を解消する
ため、例えば、図１３に示すような内視鏡洗浄システムが考えられる。
【０００３】
　図１３は内視鏡洗浄システムの従来の構成を説明する図である。
【０００４】
　図１３に示す内視鏡洗浄システムは例えば、内視鏡１１０と、洗浄シース１２０と、２
つのエアポンプ１３１、１３２と、洗浄液タンク１４０と、２つのフィルタ付きチューブ
１５１、１５２と、送液用コネクタ１６０と、送液用チューブ１７０と、送気用チューブ
１８０と、フットスイッチ１９０と、送液制御スイッチ１９１と、送気制御スイッチ１９
２とを備えて構成されている。符号１５３は滅菌フィルタである。
【０００５】
　内視鏡１１０は、先端部１１１、湾曲部１１２、及び硬性管部１１３を連設する挿入部
１１４を備えている。挿入部１１４の基端には操作部１１５が連設している。操作部１１
５の基端からはユニバーサルケーブル１１６が延出している。先端部１１１の先端面には
図示しない観察窓及び照明窓が配設されている。
【０００６】
　洗浄シース１２０は、細長な筒状部材として形成されカバー部１２１及び取付部１２４
を有している。カバー部１２１は例えば先端構成部１２２と軟性部１２３とで構成され、
内視鏡１１０の挿入部１１４を被覆する。
【０００７】
　軟性部１２３には、内視鏡１１０の挿入部１１４が挿通して配置される挿入部挿通部（
不図示）が備えられている。また、軟性部１２３には図示しない液体供給路及び気体供給
路が備えられている。先端構成部１２２は、カバー部１２１内に挿入された内視鏡１１０
の先端部１１１の先端面に向けて流体を射出するためのものである。
【０００８】
　取付部１２４は、カバー部１２１の基端に設けられ、内視鏡１１０の操作部１１５の先
端側部に一体的に取り付けられるようになっている。取付部１２４には液体供給路に連通
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する液体供給口部１２５と、気体供給路に連通する気体供給口部１２６とが設けられてい
る。液体供給口部１２５には予め送液チューブ１２７の一端部が取り付けられ、気体供給
口部１２６には予め送気チューブ１２８の一端部が取り付けられている。
【０００９】
　洗浄シース１２０の内視鏡１１０への取り付けを説明する。
【００１０】
　洗浄シース１２０を内視鏡１１０に装着して内視鏡観察を行う際、ユーザーは、滅菌パ
ックに梱包されている洗浄シース１２０及び２つのフィルタ付きチューブ１５１、１５２
と、洗浄消毒済みの内視鏡１１０及び送液用コネクタ１６０と、洗浄液として脱気水を収
容した洗浄液タンク１４０と、２つのエアポンプ１３１、１３２、フットスイッチ１９０
、及びスイッチ１９１、１９２とを準備する。
【００１１】
　次いで、清潔域のユーザーは、洗浄シース１２０のカバー部１２１及び取付部１２４を
内視鏡１１０の挿入部１１４、操作部１１５に装着する。また、ユーザーは、送気チュー
ブ１２８の基端側コネクタ１２８ａにフィルタ付きチューブ１５２の一端部を接続する矢
印Ａに示す作業、フィルタ付きチューブ１５２の他端部を送気制御スイッチ１９２に接続
する矢印Ｂに示す作業、及び送気制御スイッチ１９２に送気用チューブ１８０の先端部を
接続する矢印Ｃに示す作業を行う。さらに、ユーザーは、送液チューブ１２７の基端側コ
ネクタ１２７ａを送液用コネクタ１６０の送水口１６１に接続する矢印Ｄに示す作業、フ
ィルタ付きチューブ１５１の一端部を送液用コネクタ１６０の第１チューブ接続口１６２
に接続する矢印Ｅに示す作業、洗浄液タンク１４０から延出する洗浄チューブ１４１の先
端部に設けられている先端コネクタ１４２を第２チューブ接続口１６３に接続する矢印Ｆ
に示す作業、フィルタ付きチューブ１５１の他端部を送液制御スイッチ１９１に接続する
矢印Ｇに示す作業、及び送液制御スイッチ１９１に送液用チューブ１７０の先端部を接続
する矢印Ｈに示す作業を行う。
【００１２】
　一方、不潔域のユーザーは、フットスイッチ１９０の接続ケーブル１９３を送液制御ス
イッチ１９１に接続する矢印Ｊに示す作業、接続ケーブル１９４を送気制御スイッチ１９
２に接続する矢印Ｋに示す作業、送液用チューブ１７０の基端部に設けられているポンプ
接続コネクタ１７１をエアポンプ１３２のチューブ接続口１３４に接続する矢印Ｌに示す
作業、及び送気用チューブ１８０の基端部に設けられているポンプ接続コネクタ１８１を
エアポンプ１３１のチューブ接続口１３３に接続する矢印Ｍに示す作業を行う。
【００１３】
　これらの接続作業の完了後、エアポンプ１３１、１３２を動作させた状態で、例えば術
者がフットスイッチ１９０のペダル１９５、１９６を適宜操作することによって、送気、
送水を行える。
【００１４】
　しかし、図１３に示した構成の内視鏡洗浄システムでは、装置及びチューブ類の準備、
及びチューブの接続作業等が煩雑で、ユーザーにとって煩わしい作業であった。
【００１５】
　特許文献１にはシースに硬性内視鏡を挿入したまま、観察途中で挿入部の先端のレンズ
を洗浄・乾燥でき、操作が容易な硬性内視鏡装置が示されている。この硬性内視鏡装置の
シースは、筒状のシース本体の基端部に接続管体が設けられている。シース本体の内壁に
は軸方向に亘って送水管路及び送気管路が設けられている。これら管路は、シース本体の
先端近傍で合流し、シース本体の先端部に設けられた対物レンズ等に向かって送水・送気
できるノズルに連通している。そして、この硬性内視鏡装置では、気腹ガス供給源として
のガスボンベを備えているので、このガスボンベに充填されているガスを所定の圧に減圧
して、送液用の滅菌水が収容されている容器に供給するようになっている。この容器には
送液用チューブ、送気用チューブが設けられており、それぞれのチューブの端部はシース
に設けられている送水口体、送気口体に接続されている。
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【特許文献１】特開平５－１９９９７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　しかしながら、特許文献１の硬性内視鏡装置で使用される気腹装置は、洗浄圧に対応す
る第１のガス管路と気腹圧に対応する第２のガス管路とを設ける構成のため高価である。
また、気腹装置を必要としない観察等を行う場合にも、観察中に内視鏡の挿入部のレンズ
等を洗浄・乾燥するために、気腹装置及びガスボンベを用意しなければならない。そのた
め、簡易的な構成で観察窓、照明窓等に付着した汚物等の除去を容易に行える洗浄システ
ムが望まれていた。
【００１７】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、気腹装置、或いはエアポンプ等を用い
ることなく、水と空気とを混合した混合流体を内視鏡の観察窓等に吹き付けて、その観察
窓等に付着していた付着物を速やかに除去する洗浄システムを提供することを目的にして
いる。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の洗浄システムは、液体を供給する液体供給路及び気体を供給する気体供給路を
備え、当該液体供給路及び気体供給路を介して供給された液体と気体とを混合して混合流
体を射出する洗浄シースと、前記洗浄シースの液体供給路に送出される液体を収納する第
１の収納手段と、気体を供給して前記第１の収納手段を加圧して、当該第１の収納手段に
収容されている液体を前記液体供給路に送出させる加圧手段と、前記第１の収納手段に収
容された液体を加圧するために前記加圧手段に供給した気体を前記洗浄シースの気体供給
路に送出する、又は前記加圧手段によって前記第１の収納手段から送出される液体の運動
エネルギを利用して前記洗浄シースの気体供給路に気体を送出する送気手段とを具備して
いる。
【００１９】
　この構成によれば、洗浄シースの液体供給路には、第１の収納手段に収納された液体が
加圧手段の圧力によって送出される。一方、洗浄シースの気体供給路には、送気手段によ
って、加圧手段に供給された気体、又は加圧手段によって第１の収納手段から送出された
液体の運動エネルギを利用して気体が送出される。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、気腹装置、或いはエアポンプ等を用いることなく、水と空気とを混合
した混合流体を内視鏡の観察窓等に吹き付けて、その観察窓等に付着していた付着物を速
やかに除去する洗浄システムを実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面に基づいて本発明の実施形態を説明する。　
　図１乃至図８は洗浄システムを備えた内視鏡洗浄システムの第１実施形態に係り、図１
は内視鏡に装着される洗浄システムを説明する図、図２は図１のＩＩ－ＩＩ線断面図、図
３は先端構成部の構成を説明する背面図、図４は加圧装置の構成を説明する図、図５は加
圧装置の作用を説明する図、図６は無操作状態の噴霧スイッチを説明する図、図７は噴霧
状態の噴霧スイッチを説明する図、図８は加圧装置をスタンドに取り付けた状態を説明す
る図である。　
　図１に示ように本実施形態の内視鏡洗浄システム１は、内視鏡１０と、洗浄シース２０
と、第１の収納手段である生理食塩水パック（以下、液体パックと略記する）３０と、加
圧装置４０とを備えて構成されている。
【００２２】
　内視鏡１０は例えば硬性鏡であって、先端部１１、湾曲部１２、及び硬性管部１３を連
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設して構成される挿入部１４を備えている。挿入部１４の基端には操作部１５が連設され
ている。操作部１５の基端からはユニバーサルケーブル１６が延出している。ユニバーサ
ルケーブル１６の端部は、図示しない光源装置及びビデオプロセッサ等に接続される。先
端部１１の先端面には図示しない観察窓及び光出射端が設けられている。操作部１５には
、湾曲部１２を湾曲操作するための湾曲操作レバー１７が配設されている。なお、内視鏡
１０は硬性鏡に限定されるものではなく、挿入部が軟性で細長な軟性鏡であってもよい。
【００２３】
　洗浄シース２０は、使い捨てタイプであり、使用後には廃棄される。　
　洗浄シース２０は、内視鏡１０の挿入部１４及び操作部１５の先端側部を覆うように配
置される。洗浄シース２０は、先端側から順に、筒状体である先端構成部２１と、マルチ
ルーメンチューブで構成されたチューブ体２２と、取付部２３とを連設して構成されてい
る。
【００２４】
　チューブ体２２を構成するマルチルーメンチューブは、シリコン、ウレタン、テフロン
（登録商標）等の軟質な質、あるいはポリアミド、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ
カーボネート等の硬質な材質である。
【００２５】
　チューブ体２２は、図２に示すように例えば３つの孔２ａ、２ｂ、２ｃを備えている。
孔２ａは内視鏡配置孔（以下、内視鏡孔と略記する）であって、内視鏡１０の挿入部１４
が挿入される。チューブ体２２の中心軸と、内視鏡孔２ａの中心軸とは平行であって、予
め設定した距離ａだけ垂直軸上において図中の下方向に偏心している。
【００２６】
　孔２ｂは、空気等の気体を供給するための気体供給路を構成する気体供給用孔（以下、
送気孔と略記する）であって、チューブ体２２の厚肉部側の所定位置に形成されている。
【００２７】
　孔２ｃは水、洗浄液等の液体を供給するための液体供給路を構成する液体供給用孔（以
下、送液孔と略記する）であって、チューブ体２２の厚肉部側の所定位置に形成されてい
る。
【００２８】
　孔２ｂ、２ｃは略同形状、略同断面積であって、前記垂直軸を挟んで対称な位置関係で
形成されている。孔２ｂ、２ｃは気体、或いは液体等の流体を供給するための流体孔であ
って、孔２ｂを送液孔にして、孔２ｃを送気孔にする構成であってもよい。
【００２９】
　取付部２３は、チューブ体２２の基端部に固定される。取付部２３は、内視鏡１０の操
作部１５の先端側部に一体的に取り付けられる構成である。取付部２３の側面には図１に
示すように気体供給口２４と液体供給口２５とが設けられている。気体供給口２４は、送
気孔２ｂに連通する構成であり、液体供給口２５は送液孔２ｃに連通する構成である。
【００３０】
　気体供給口２４には予め先端側送気チューブ２６ａの一端部が固設されている。液体供
給口２５には予め先端側送液チューブ２７ａの一端部が固設されている。先端側送気チュ
ーブ２６ａ及び先端側送液チューブ２７ａの他端部は噴霧スイッチ５０に連結されている
。
【００３１】
　噴霧スイッチ５０からは基端側送気チューブ２６ｂ及び基端側送液チューブ２７ｂが延
出している。基端側送気チューブ２６ｂの端部には滅菌フィルタ２８を介して送気用連結
部２９が設けられている。基端側送液チューブ２７ｂの端部には針４が設けられている。
【００３２】
　なお、送気チューブ２６ａ、２６ｂ、送液チューブ２７ａ、２７ｂの径寸法、及び長さ
寸法は、後述するバルーン４２及び液体パック３０を押圧する圧力を考慮して設定される
ものとする。
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【００３３】
　先端構成部２１は、チューブ体２２の先端部に固設される。先端構成部２１は、チュー
ブ体２２内に挿入された内視鏡１０の先端部１１の先端面に向けて混合流体を射出するた
めのものである。
【００３４】
　先端構成部２１は例えば硬性で透明、又は半透明な樹脂部材で形成されている。図３に
示すように先端構成部２１の先端面に対して裏面である先端背面３ａには、内視鏡１０の
挿入部先端面に備えられている光出射端及び観察窓を露出状態にさせる、切り欠き部３ｂ
が形成されている。
【００３５】
　先端背面３ａには、チューブ体２２の先端面の一部、及び内視鏡１０の挿入部１４を構
成する先端部１１の先端面の一部が当接する。先端背面３ａには略Ｔ字形状の凹部である
Ｔ字溝３ｆが形成されている。Ｔ字溝３ｆは２つの閉塞端３ｃ、３ｄと、１つの開放端３
ｅとを備える
　Ｔ字溝３ｆは、先端構成部２１の内周面３ｇに沿って形成された液体供給路を構成する
一端が閉じた液体供給溝（以下、送液溝と記載する）３ｈと、内周面３ｇに沿って形成さ
れた気体供給路を構成する一端が閉じた気体供給溝（以下、送気溝と記載する）３ｉと、
噴出口を構成する開放端３ｅを備える混合流体供給路を構成する混合流体供給溝（以下、
噴出溝と記載する）３ｋとを有して構成されている。
【００３６】
　送液溝３ｈの他端側の開放端と送気溝３ｉの他端側である開放端とは所定距離離れて対
設して、液体と気体とが合流する空間部、即ち、混合流体を得る流体混合部である流体合
流部３ｍを構成している。
【００３７】
　噴出溝３ｋは、流体合流部３ｍから切り欠き部３ｂに向かって延出している。具体的に
、噴出溝３ｋの中心線は、流体合流部３ｍの中央から先端構成部２１の中心軸に直交する
ように延出している。本実施形態において、噴出溝３ｋの溝幅は、流体合流部３ｍから開
放端３ｅである噴出口に向かうにしたがって徐々に幅広になる設定である。
【００３８】
　送液溝３ｈの閉塞端３ｃの位置は、チューブ体２２に形成されている送液孔２ｃの送液
用先端開口の位置を考慮して設定される。そして、送液用先端開口から送出される液体は
送液溝３ｈに流入する。
【００３９】
　送液溝３ｈと同様に、送気溝３ｉの閉塞端３ｄの位置は、チューブ体２２に形成されて
いる送気孔２ｂの送気用先端開口の位置を考慮して設定される。そして、送気用先端開口
から送出される気体は送気溝３ｉに流入する。
【００４０】
　チューブ体２２の先端面の一部が、先端構成部２１の先端背面３ａに当接(密着)してい
る状態において、送液溝３ｈはチューブ体２２の送液孔２ｃを介して供給された液体を流
体合流部３ｍに送出し、送気溝３ｉはチューブ体２２の送気孔２ｂを介して供給された気
体を流体合流部３ｍに送出する。
【００４１】
　流体合流部３ｍは、送液溝３ｈから送出された液体と送気溝３ｉから送出された気体と
を混合する。流体合流部３ｍで混合された流体は、噴出溝３ｋに送出される。
【００４２】
　開放端３ｅは、先端構成部２１の先端背面３ａに、チューブ体２２の先端面及び先端部
１１の先端面が略当接した状態において噴出口を構成する。このことによって、流体合流
部３ｍで混合されて噴出溝３ｋに送出された混合流体は、開放端３ｅから内視鏡１０の観
察窓等に向かって射出される。
【００４３】
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　液体パック３０は、使い捨てタイプであって、一症例毎に廃棄される。液体パック３０
を構成する収納体３１内に例えば１リットルの生理食塩水３２が収納されている。一度の
症例で使用される生理食塩水３２の量は、液体パック３０の容量に比べて極少量であり、
例えば５０ｍｌである。
【００４４】
　生理食塩水３２は、滅菌済みである。収納体３１の一端部には前記針４が穿刺される穿
刺部３３が設けられている。生理食塩水３２は、術前に予め所定温度に暖められて使用さ
れる。
【００４５】
　図１、図４に示すように加圧装置４０は、装置本体４１、加圧手段と送気手段とを兼ね
る加圧用バルーン４２及び液体パック保持ベルト４３を備えて構成されている。装置本体
４１は例えば樹脂製の板部材であって、図中上部には吊り下げ部４１ａが設けられている
。
【００４６】
　加圧用バルーン（以下、バルーンと略記する）４２は、気体を収納する第２の収納手段
と液体パック３０を加圧する加圧手段とを兼ねている。バルーン４２は、膨縮自在なゴム
部材等の弾性部材である。バルーン４２は、そのバルーン４２の一面４２ａが、例えば装
置本体４１の一面４１ｂに一体的に固定されている。
【００４７】
　バルーン４２からは、第１のゴム管４５ａ、第２のゴム管４５ｂ、及び気体供給チュー
ブ４５ｃが延出している。第１のゴム管４５ａの基端部には、圧力計４６が取り付けられ
るようになっている。第２のゴム管４５ｂの基端部には、ゴム球４７が取り付けられるよ
うになっている。ゴム球４７には排気弁４７ａ及び逆止弁４７ｂを有する吸気孔４７ｃが
備えられている。気体供給チューブ４５ｃの基端部には、気体供給用コネクタ４８が設け
られている。気体供給用コネクタ４８には、前記送気用連結部２９が着脱自在に連結され
るようになっている。
【００４８】
　バルーン４２は、ゴム球４７を操作して、バルーン４２内に空気を供給することによっ
て膨張する。具体的に、バルーン４２を膨らませるとき、排気弁４７ａを閉塞状態にして
、ゴム球４７を操作する。すると、ゴム球４７内に空気が供給された後、その空気がバル
ーン４２内に供給されて徐々に膨張する。バルーン４２内の圧力は、圧力計４６によって
計測される。バルーン４２内の圧力が所望の値に到達したことを確認してゴム球４７によ
る空気の供給を停止する。このことによって、バルーン４２が所望する内圧で膨張した状
態に維持される。なお、ゴム球４７の逆止弁４７ｂは、ゴム球４７内に空気が供給される
ときには開状態になるが、その他の状態においてはゴム球４７内の空気が外部に漏れるこ
とを防止するために閉状態になるように構成されている。
【００４９】
　膨張状態に維持されているバルーン４２内の空気を排気する際には、排気弁４７ａを閉
塞状態から開放状態に切り替える。すると、バルーン４２の有する弾性力によって、バル
ーン４２内の空気が排気弁４７ａから排出されてバルーン４２が膨張状態から収縮した状
態に変化する。
【００５０】
　液体パック保持ベルト（以下、ベルトと略記する）４３は、液体パック３０及びバルー
ン４２を加圧する加圧する加圧手段であって、所定の弾性力を有するゴム部材で構成され
ている。ベルト４３の両端部は、それぞれ装置本体４１の長手側面部４１ｃ、或いはその
近傍に一体的に固定される構成になっている。
【００５１】
　ベルト４３の内面とバルーン４２の他面４２ｂとの間には隙間ｗの空間部４４が形成さ
れている。空間部４４には図１の矢印に示すように液体パック３０が配置されるようにな
っている。
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【００５２】
　空間部４４に液体パック３０を配置した状態でゴム球４７を操作する。すると、バルー
ン４２の膨張に伴ってバルーン内圧が上昇していく。そして、バルーン４２の内圧が所定
内圧に到達したとき、図５に示すように装置本体４１の一面４１ｂとベルト４３の内面と
によって挟持された液体パック３０及びバルーン４２が所望する圧力で押圧された状態に
なる。即ち、バルーン４２が図５の二点鎖線に示す状態から実線に示す状態に膨張するこ
とによって、空間部４４に配置された液体パック３０がバルーン４２の他面４２ｂとベル
ト４３の内面とによって押圧された状態になる一方、バルーン４２が液体パック３０と装
置本体４１の一面４１ｂとによって押圧された状態になって、液体パック３０及びバルー
ン４２が所望する圧力で押圧された状態になる。
【００５３】
　なお、バルーン内に充填された空気の容量は、一回の手技で使用される空気の最大使用
量を考慮した上で、充分な圧力及び供給量が得られるように設定されている。そして、上
述したように生理食塩水３２の使用される量も液体パック３０の容量に比べて極少量であ
るので、バルーン４２及び液体パック３０を押圧する圧力は初期の設定値で略維持される
。
【００５４】
　図６に示すように噴霧スイッチ５０は、外装体５１と、スイッチ本体５２とを備えて構
成されている。外装体５１の図中下側の端部には筒状体５３が備えられている。筒状体５
３は、例えば螺合によって外装体５１に一体的に固設されるようになっている。外装体５
１と筒状体５３との間には図示しないＯリングが設けられており、外装体５１と筒状体５
３とで構成される内部と外部とを水密にしている。
【００５５】
　外装体５１には長手軸方向に延びるスイッチ摺動孔５４が形成されている。スイッチ摺
動孔５４内には棒状のスイッチ本体５２が摺動自在に配設される。したがって、スイッチ
摺動孔５４の内面とスイッチ本体５２の外面との間には予め設定された隙間が形成されて
いる。
【００５６】
　外装体５１の側部にはスイッチ摺動孔５４に連通する連通孔５５ａ、５５ｂ、５５ｃ、
５５ｄが形成されている。第１連通孔５５ａには先端側送気チューブ２６ａが連結される
第１口金５６ａ、第２連通孔５５ｂには先端側送液チューブ２７ａが連結される第２口金
５６ｂ、第３連通孔５５ｃには基端側送気チューブ２６ｂが連結される第３口金５６ｃ、
第４連通孔５５ｄには基端側送液チューブ２７ｂが連結される第４口金５６ｄが固設され
る。
【００５７】
　外装体５１の一端部には凹部５７が設けられている。凹部５７内にはスイッチ本体５２
を図中の上方向に付勢するスプリング５８が配設される。
【００５８】
　スイッチ本体５２は、軸体であって両端部には抜け止めとなる鍔部５２ａ、５２ｂが設
けられている。本実施形態において、例えば図中下側の鍔部５２ｂは、螺合によってスイ
ッチ本体５２に一体的に固定されるようになっている。
【００５９】
　スイッチ本体５２には複数の周状溝部５９ａ、５９ｂ、５９ｃ、５９ｄが形成されてい
る。それぞれの周状溝部５９ａ、５９ｂ、５９ｃ、５９ｄにはＯリング６０が配設される
。周状溝部５９ａ、５９ｂ、５９ｃ、５９ｄ内に配設されたＯリング６０は、スイッチ摺
動孔５４の内面に密着する。
【００６０】
　前記スプリング５８は、複数のＯリング６０のスイッチ摺動孔５４の内面に対して密着
する密着力に抗して、スイッチ本体５２を押し上げる付勢力を有している。スイッチ本体
５２が押し上げられている状態は、無操作状態である。この無操作状態のとき、噴霧スイ
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ッチ５０に備えられている第１口金５６ａは、第２周状溝部５９ｂに配設されたＯリング
６０と第３周状溝部５９ｃに配設されたＯリング６０との間に位置する。第２口金５６ｂ
は、第４周状溝部５９ｄに配設されたＯリング６０と空間部６３との間に位置する。第３
口金５６ｃは、第１周状溝部５９ａに配設されたＯリング６０と第２周状溝部５９ｂに配
設されたＯリング６０との間に位置する。第４口金５６ｄは、第３周状溝部５９ｃに配設
されたＯリング６０と第４周状溝部５９ｄに配設されたＯリング６０との間に位置する。
【００６１】
　このことによって、それぞれの口金５６ａ、５６ｂ、５６ｃ、５６ｄはＯリング６０に
よって分離して密閉されたそれぞれの空間にだけ連通した状態になる。
【００６２】
　無操作状態から噴霧状態に切り替える場合、スイッチ本体５２をスプリング５８の付勢
力及びＯリング６０のスイッチ摺動孔５４の内面に密着する密着力に抗して押し下げる。
すると、噴霧スイッチ５０は、図８に示す噴霧状態になる。
【００６３】
　噴霧状態のとき、噴霧スイッチ５０に備えられている第２口金５６ｂ及び第４口金５６
ｄは、第３周状溝部５９ｃに配設されたＯリング６０と第４周状溝部５９ｄに配設された
Ｏリング６０との間に配置される。このことによって、第４口金５６ｄと第２口金５６ｂ
とがスイッチ摺動孔５４の内面とスイッチ本体５２の外面との間に形成されている隙間を
介して連通した状態になる。
【００６４】
　一方、第１口金５６ａ及び第３口金５６ｃは、第１周状溝部５９ａに配設されたＯリン
グ６０と第２周状溝部５９ｂに配設されたＯリング６０との間に配置される。このことに
よって、第３口金５６ｄと第１口金５６ｂとがスイッチ摺動孔５４の内面とスイッチ本体
５２の外面との間に形成されている隙間を介して連通した状態になる。
【００６５】
　このように、第４口金５６ｄと第２口金５６ｂとがスイッチ摺動孔５４の内面とスイッ
チ本体５２の外面との間の隙間を介して連通し、且つ第３口金５６ｄと第１口金５６ｂと
がスイッチ摺動孔５４の内面とスイッチ本体５２の外面との間の隙間を介して連通した状
態が噴霧状態である。
【００６６】
　ここで、洗浄シース２０を内視鏡１０に取り付けて内視鏡観察を行う場合の手順、及び
加圧装置４０を備える内視鏡洗浄システム１の作用を説明する。
【００６７】
　内視鏡観察を行うに当たって、ユーザーは、滅菌パックに梱包されている洗浄シース２
０と、液体パック３０と、洗浄消毒済みの内視鏡１０と、圧力計４６、ゴム球４７、気体
供給用コネクタ４８が第１のゴム管４５ａ、第２のゴム管４５ｂ、気体供給チューブ４５
ｃにそれぞれ取り付けられている加圧装置４０とを準備する。
【００６８】
　ユーザーは、滅菌パックから取り出した洗浄シース２０のチューブ体２２及び先端構成
部２１を内視鏡１０の挿入部１４に装着し、取付部２３を内視鏡１０の操作部１５の先端
側部に所定状態で取り付ける。
【００６９】
　次に、ユーザーは、加圧装置４０に構成されている空間部４４に液体パック３０を配置
する。そして、ベルト４３を所定の巻回状態にセットする。
【００７０】
　次いで、図８に示すように液体パック３０を配置した加圧装置４０を、加圧装置保持台
７０に吊り下げる。即ち、加圧装置４０の装置本体４１に備えられている吊り下げ部４１
ａを加圧装置保持台７０に備えられている吊り具７１に引っ掛ける。
【００７１】
　次に、ユーザーは、基端側送液チューブ２７ｂの端部に設けられている針４を収納体３
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１の一端部に設けられている穿刺部３３に穿刺する。また、ユーザーは、基端側送気チュ
ーブ２６ｂの端部に設けられている送気用連結部２９を気体供給用コネクタ４８に連結す
る。
【００７２】
　このことによって、接続作業が完了する。接続作業完了後、例えば術者は、ゴム球４７
を操作して、バルーン４２を膨らませる。そして、術者は、圧力計４６の計測値が所望の
値に到達したところでゴム球４７による空気の供給を停止する。このことによって、バル
ーン４２及び液体パック３０が予め設定した所定の押圧状態に維持される。
【００７３】
　この状態で、術者は、体腔内の観察を行うため、洗浄シース２０が取り付けられている
内視鏡１０の挿入部１４を体腔内に挿入する。内視鏡観察中、先端部１１の先端面に生体
内の粘液、血液、脂肪等の付着物が付着すると、この付着物によって照明光の照射範囲が
狭められる不具合、或いは観察視野を確保できなくなる不具合が発生する。
【００７４】
　このような場合、術者は、噴霧スイッチ５０のスイッチ本体５２を無操作状態から噴霧
状態に切り替える。即ち、スイッチ本体５２をスプリング５８の付勢力等に抗して押し下
げる。
【００７５】
　すると、第４口金５６ｄと第２口金５６ｂとがスイッチ摺動孔５４の内面とスイッチ本
体５２の外面との間の隙間を介して連通することによって、加圧されている液体パック３
０内の生理食塩水３２が基端側送液チューブ２７ｂ、第４口金５６ｄ、前記隙間、第２口
金５６ｂ、先端側送液チューブ２７ａ、液体供給口２５を介して送液孔２ｃに送出される
。同時に、第３口金５６ｄと第１口金５６ｂとがスイッチ摺動孔５４の内面とスイッチ本
体５２の外面との間の隙間を介して連通することによって、加圧されているバルーン４２
内の空気が滅菌フィルタ２８、基端側送気チューブ２６ｂ、第３口金５６ｃ、前記隙間、
第１口金５６ａ、先端側送気チューブ２６ａ、気体供給口２４を介して送気孔２ｂに送出
される。
【００７６】
　そして、送気孔２ｂに送出された空気は、該送気孔２ｂの送気用先端開口から送気溝３
ｉに供給されて流体合流部３ｍに向かって供給される。一方、送液孔２ｃに送出された水
は、該送液孔２ｃの送液用先端開口から送液溝３ｈに供給されて、流体合流部３ｍに向か
って供給される。
【００７７】
　流体合流部３ｍにおいて、送気溝３ｉを介して供給された空気と、送液溝３ｈを介して
供給された水とが合流して混合されることによって混合流体が噴出溝３ｋに供給される。
【００７８】
　噴出溝３ｋに供給された混合流体は、該噴出溝３ｋの開放端３ｅである噴出口から先端
部１１の先端面に設けられている図示しない観察窓、光出射端に噴霧状態で噴出される。
【００７９】
　このことによって、先端部１１の先端面に付着した付着物が噴霧状の混合流体によって
除去されて、照明光の照射範囲、及び観察視野が元の状態に戻って通常の内視鏡画像を得
られる。
【００８０】
　術者が内視鏡画像から先端面に付着した付着物の除去を完了したと判断したなら、スイ
ッチ本体５２を押し下げる力量を低減させる。すると、スプリング５８の付勢力によって
スイッチ本体５２が噴霧状態から無操作状態に切り替わって、加圧されている液体パック
３０内の生理食塩水３２の送液孔２ｃへの送出、及び加圧されているバルーン４２内の空
気の送気孔２ｂへの送出が遮断されて、噴出流体の噴霧が停止される。　
　内視鏡観察終了後、内視鏡観察に使用された洗浄シース２０及び液体パック３０を廃棄
する。　このように、生理食塩水が収納されている生理食塩水パックをバルーンとベルト
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とを備える加圧装置に配置し、バルーンを膨張させる構成にする。このことによって、生
理食塩水パック及びバルーンが所定の圧力で押圧されて液体パックの生理食塩水を送液孔
に送り出すとともに、バルーン内の空気を送気孔に送り出して、内視鏡の観察窓及び光出
射端に混合流体を噴霧する洗浄システムを簡易な構成にすることができる。このことによ
って、複数の装置及び複数のチューブ類を準備するという煩わしい作業から解放される。
【００８１】
　また、洗浄シースが備える基端側送気チューブの基端に設けた送気用連結部をバルーン
の有する気体供給用コネクタに連結する一方、基端側送液チューブの基端に設けた針を液
体パックの穿刺部に穿刺することによって洗浄システムを構築することができる。このこ
とによって、複数のチューブ類を接続するという煩わしい接続作業から解放される。
【００８２】
　なお、本実施形態においては保温した液体パック３０を空間部４４に配設する構成であ
るが、液体パック３０の温度が低下することを防止する目的で液体パック３０を保温シー
トで覆った状態にして空間部４４に配設するようにしてもよい。また、加圧装置４０に液
体パック３０を加温する加温手段を空間部４４に設けるようにしてもよい。
【００８３】
　図９乃至図１２は洗浄システムを備えた内視鏡洗浄システムの第２実施形態に係り、図
９は内視鏡に装着される洗浄システムの他の構成を説明する図、図１０は流体エネルギー
変換装置を備えた加圧装置の構成を説明する図、図１１は図１０の加圧装置が備える流体
エネルギー変換装置のＸＩ－ＸＩ線断面図、図１２は図１１のＸＩＩ－ＸＩＩ線断面図で
ある。
【００８４】
　図９に示ように本実施形態の内視鏡洗浄システム１Ａは、内視鏡１０と、洗浄シース２
０Ａと、液体パック３０と、流体エネルギー変換装置８０を有する加圧装置４０Ａとを備
えて構成されている。
【００８５】
　本実施形他の洗浄シース２０Ａは、基端側送気チューブ２６ｂの基端に設けられた滅菌
フィルタ２８の基端側から連結用チューブ２６ｃが延出している。また、基端側送液チュ
ーブ２７ｂの端部には針４が取り付けられていない。
【００８６】
　図９、図１０に示すように加圧装置４０Ａは、板状の装置本体４１Ａ上に、加圧手段で
あるバルーン４２及びベルト４３と、流体エネルギー変換手段である流体エネルギー変換
装置（以下、変換装置と略記する）８０とを備えている。本実施形態においても、液体パ
ック３０は、バルーン４２を膨張させた状態において、膨張したバルーン４２とベルト４
３とに挟持されて所定の圧力で押圧された状態に変化する。
【００８７】
　変換装置８０は送気手段であって、図１１、図１２に示すように変換部本体８１と、第
１蓋体８２と第２蓋体８３とを備えて構成されている。第１蓋体８２を変換部本体８１に
固定した状態のとき、第１蓋体８２と変換部本体８１との間は例えばＯリング（不図示）
によって水密に保持される構成になっている。また、第２蓋体８３を変換部本体８１に固
定した状態のとき、第２蓋体８３と変換部本体８１との間はＯリング（不図示）によって
水密に保持される構成になっている。
【００８８】
　変換部本体８１には、第１空間部８４と第２空間部８５とが設けられている。符号８６
は隔壁であり、変換部本体８１内の空間を、第１空間部８４と第２空間部８５とに分割し
ている。変換部本体８１の側壁には外部と第１空間部８４とを連通する第１連通孔８７ａ
と第２連通孔８７ｂとが設けられている。第１連通孔８７ａの外部側壁にはチューブ連結
部である突部８８ａが設けられ、第２連通孔８７ｂの外部側壁には突部８８ｂが設けられ
ている。
【００８９】
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　また、変換部本体８１の側壁には外部と第２空間部８５とを連通する第３連通孔８７ｃ
が設けられている。第３連通孔８７ｃの外部側壁には突部８８ｃが設けられている。　
　本実施形態において、突部８８ａには液体送出チューブ８９の一端部が着脱自在に連結
される。液体送出チューブ８９の他端部には液体パック３０の穿刺部３３に穿刺される針
４ａが設けられている。突部８８ｂには基端側送液チューブ２７ｂの端部が着脱自在に連
結され、突部８８ｃには連結用チューブ２６ｃの端部が着脱自在に連結される。　
　なお、突部８８ａ、８８ｂ、８８ｃは、変換部本体８１に対して一体な構成であっても
、変換部本体８１に対して別体で、変換部本体８１に一体的に固設される構造であっても
よい。
【００９０】
　第１空間部８４内には回転体で、複数の液受け部９１ａを備えた羽根車９１、所謂水車
が配設されている。羽根車９１は、軸体９２の第１軸部９２ａに一体的に固定されている
。軸体９２は、第１蓋体８２と隔壁８６とで挟持されて回動自在に軸支されている。第１
空間部８４は、第１連通孔８７ａから第２連通孔８７ｂに反時計回りに形成した第１流路
８４ａと、第１連通孔８７ａから第２連通孔８７ｂに時計回りに形成した第２流路８４ｂ
とを備えている。第１流路８４ａを構成する羽根車９１の外面と第１空間部８４の内面と
の間隔は、第２流路８４ｂを構成する羽根車９１の外面と第１空間部８４の内面との間隔
より幅広である。
【００９１】
　このため、回転自在な羽根車９１は、液体パック３０内の生理食塩水３２が液体送出チ
ューブ８９を介して第１連通孔８７ａから第１空間部８４に流入された後、第１流路８４
ａを通過して第２連通孔８７ｂから送出されることによって矢印Ｐ方向に回転する。符号
８２ａは凹部であり、凹部８２ａには第１軸部９２ａの端部が配置される。
【００９２】
　軸体９２は、第２軸部９２ｂを備えている。第２軸部９２ｂは、隔壁８６に形成されて
いる貫通孔８６ａを通過して第２空間部８５内に所定量突出している。隔壁８６の貫通孔
８６ａには第２軸部９２ｂの外周面に密着して水密を確保するＯリング９０が配設されて
いる。
【００９３】
　第２空間部８５は、回転板配設穴８５ａと摺動穴８５ｂとで構成されている。回転板配
設穴８５ａには回転板９３とクランク軸９４とが配設され、摺動穴８５ｂにはクランク軸
９４とピストン９５とが摺動自在に配設されている。
【００９４】
　回転板９３は、回転板配設穴８５ａに突出する第２軸部９２ｂの先端部近傍に一体的に
固定されている。回転板９３の一面側には、回転板９３の回転をクランク軸９４に伝達し
て、このクランク軸９４を進退移動させる伝達部９３ａが突設している。
【００９５】
　回転板配設穴８５ａに位置するクランク軸９４の端部には、伝達部９３ａが移動自在な
カム孔９４ａが形成されている。カム孔９４ａに配置された伝達部９３ａが回転板９３の
回転に伴ってカム孔９４ａ内を移動することによって、摺動穴８５ｂ内のピストン９５が
矢印Ｑ方向或いは矢印Ｒ方向に移動する構成になっている。
【００９６】
　ピストン９５は、クランク軸９４の先端部には固設されている。ピストン９５の外周面
には摺動穴８５ｂの内面に密着するＯリング等の弾性部材９６が配設されている。
【００９７】
　そして、第１空間部８４に生理食塩水３２が流入することによって羽根車９１が回転さ
れて、その羽根車９１の回転に伴って回転板９３が回転されて、クランク軸９４及びピス
トン９５が進退動作する。このことによって、生理食塩水３２の有する流体エネルギーは
、ピストン９５を進退動作させる運動エネルギーに変換される。
【００９８】
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　ピストン９５は、矢印Ｑ方向に移動するとき、摺動穴８５ｂ内の空気を第３連通孔８７
ｃ、連結用チューブ２６ｃ、基端側送気チューブ２６ｂ、噴霧スイッチ５０、先端側送気
チューブ２６ａを介して送気孔２ｂに送出する。　
　その他の構成は前記第１実施形態と同様であり、同部材には同符号を付して説明を省略
する。
【００９９】
　上述のように構成した加圧装置４０Ａを備える内視鏡洗浄システム１Ａの作用を説明す
る。
【０１００】
　内視鏡観察を行うに当たって、ユーザーは、滅菌パックに梱包されている洗浄シース２
０Ａと、液体パック３０と、洗浄消毒済みの内視鏡１０と、加圧装置４０Ａとを準備する
。
【０１０１】
　ユーザーは、滅菌パックから取り出した洗浄シース２０Ａのチューブ体２２及び先端構
成部２１を内視鏡１０の挿入部１４に装着し、取付部２３を内視鏡１０の操作部１５の先
端側部に所定状態で取り付ける。
【０１０２】
　次に、ユーザーは、加圧装置４０Ａに構成されている空間部４４に液体パック３０を配
置した後、液体パック３０を配置した加圧装置４０Ａを加圧装置保持台７０に吊り下げる
。
【０１０３】
　次いで、ユーザーは、基端側送液チューブ２７ｂの端部を突部８８ｂに連結すると共に
、連結用チューブ２６ｃを突部８８ｃに連結する。この後、ユーザーは、液体送出チュー
ブ８９の一端部を突部８８ａに連結し、その後、針４ａを穿刺部３３に穿刺する。
【０１０４】
　このことによって、接続作業が完了する。接続作業完了後、例えば術者は、ゴム球４７
を操作して、バルーン４２を膨らませる。そして、術者は、圧力計４６の計測値が所望の
値に到達したところでゴム球４７による空気の供給を停止する。このことによって、液体
パック３０が予め設定した所定の押圧状態に維持される。
【０１０５】
　この状態で、術者は、洗浄シース２０Ａが取り付けられている内視鏡１０の挿入部１４
を体腔内に挿入して観察を行う。内視鏡観察中、先端部１１の先端面に生体内の粘液、血
液、脂肪等の付着物が付着した場合、術者は、噴霧スイッチ５０のスイッチ本体５２を無
操作状態から噴霧状態に切り替える。
【０１０６】
　すると、上述したように第４口金５６ｄと第２口金５６ｂとが隙間を介して連通するこ
とによって、加圧されている液体パック３０内の生理食塩水３２が液体送出チューブ８９
、第１連通孔８７ａ、第１空間部８４、第２連通孔８７ｂ、基端側送液チューブ２７ｂ、
第４口金５６ｄ、前記隙間、第２口金５６ｂ、先端側送液チューブ２７ａ、液体供給口２
５を介して送液孔２ｃに送出される。
【０１０７】
　第４口金５６ｄと第２口金５６ｂとが隙間を介して連通して先端側送液チューブ２７ａ
に生理食塩水３２の送出が開始されると同時に、羽根車９１が矢印Ｐ方向に回転する。す
ると、羽根車９１の回転に伴って第２空間部８５の回転板９３が回転されてピストン９５
が進退移動する。そして、ピストン９５が矢印Ｑ方向へ移動することによって、摺動穴８
５ｂ内の空気が第３連通孔８７ｃ、連結用チューブ２６ｃ、滅菌フィルタ２８、基端側送
気チューブ２６ｂ、第３口金５６ｄ、前記隙間、第１口金５６ｂ、先端側送気チューブ２
６ａを介して送気孔２ｂに送出される。
【０１０８】
　このことによって、送気孔２ｂに送出された空気は、該送気孔２ｂの送気用先端開口か
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ら送気溝３ｉに供給される一方、送液孔２ｃに送出された水は該送液孔２ｃの送液用先端
開口から送液溝３ｈに供給され、流体合流部３ｍにおいて空気と水とが合流して混合流体
が噴出溝３ｋに供給される。そして、噴出溝３ｋに供給された混合流体は、開放端３ｅで
ある噴出口から先端部１１の先端面に設けられている図示しない観察窓、光出射端に噴霧
状態で噴出される。
【０１０９】
　このように、流体エネルギー変換装置を有する加圧装置を構成することによって、バル
ーンによって押圧された液体パックの生理食塩水を流体エネルギー変換装置の第１空間部
を介して送液孔に送り出すとともに、第１空間部を介して送液孔に送り出される生理食塩
水の運動エネルギーをピストンを進退させる運動エネルギに変換して、第２空間部内の空
気を送気孔に送り出して、内視鏡の観察窓及び光出射端に混合流体を噴霧する洗浄システ
ムを簡易な構成にすることができる。このことによって、複数の装置及び複数のチューブ
類を準備するという煩わしい作業及び複数のチューブ類を接続するという煩わしい接続作
業から解放される。
【０１１０】
　なお、上述した実施形態においては、バルーンをゴム球で膨らませるとしているが、手
術室内に備えられている送気装置の気体をバルーンに供給してバルーンを所望する膨張状
態に維持する構成であってもよい。また、上述した実施形態においては、液体を生理食塩
水としているが液体は生理食塩水に限定されるものではなく滅菌水等であってもよい。
【０１１１】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能であり、上述した各実施形態等を部分的等に組み合わせて
構成される実施形態等も本発明に属する。
【図面の簡単な説明】
【０１１２】
【図１】図１乃至図８は洗浄システムを備えた内視鏡洗浄システムの第１実施形態に係り
、図１は内視鏡に装着される洗浄システムを説明する図
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線断面図
【図３】先端構成部の構成を説明する背面図
【図４】加圧装置の構成を説明する図
【図５】加圧装置の作用を説明する図
【図６】無操作状態の噴霧スイッチを説明する図
【図７】噴霧状態の噴霧スイッチを説明する図
【図８】加圧装置をスタンドに取り付けた状態を説明する図
【図９】図９乃至図１２は洗浄システムを備えた内視鏡洗浄システムの第２実施形態に係
り、図９は内視鏡に装着される洗浄システムの他の構成を説明する図
【図１０】流体エネルギー変換装置を備えた加圧装置の構成を説明する図
【図１１】図１０の加圧装置が備える流体エネルギー変換装置のＸＩ－ＸＩ線断面図
【図１２】図１１のＸＩＩ－ＸＩＩ線断面図
【図１３】内視鏡洗浄システムの従来の構成を説明する図
【符号の説明】
【０１１３】
１…内視鏡洗浄システム　　２ｂ…送気孔　　２ｃ…送液孔　　３ｈ…送液溝
３ｉ…送気溝　　３ｋ…噴出溝　　３ｍ…流体合流部　　４…針　　１０…内視鏡
１４…挿入部　　１５…操作部　　２０…洗浄シース　　２１…先端構成部
２２…チューブ体　　２４…気体供給口　　２５…液体供給口　　
２６ａ…先端側送気チューブ　　２６ｂ…基端側送気チューブ　　
２７ａ…先端側送液チューブ　　２７ｂ…基端側送液チューブ
２９…送気用連結部　　３０…液体パック　　３３…穿刺部　　４０…加圧装置
４１…装置本体　　４２…バルーン　　４３…ベルト　　４８…気体供給用コネクタ
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